义災警 a び鳴ったとまは 


煙を検知すると、 • lu 下の警報動作をします。 



ピュー、ピュー、 
火事です。 

乂事です。 


煙びなくなると、乂災警報動作は止まり、通常の状態に戻ります。 


义災警報動作をした S 


义元をお認し、避難してか6119巧に通報するなど 
適切な処置をする。 


@ 


火災外でも次のような場合に警報動作をすることびあります。 
換気などで原因を取り除くと警報動作は止まります。 

-殺虫剤や化粧品などのスプレーび直接けむり当葡こかかったとき 
•タノ くコや線香などの煙びけむり当番にかかったとさ 
( 1、2本や吹さかけた程度では警報しません） 

• くん煙式•加熱蒸散式の殺虫剤を使用したとさ 
-調理の煙や蒸気などびけむり当番にかかったとさ 
-けむり当番び結露したとさ 
-ホコ U や虫（クモなど）び入ったとき 


义災警報音を止めるには 


警報停止ボタンを巧す、または引をひらを引<。 

約已分間、警報音び停止し、作動灯（赤）の点滅び消えます。 

•約己分後を煙を検知すると、再び警報動作をします。 

•約已分後に煙びなくなってい机ま'、通常の状態に戻ります。 

I ♦煙検知部の煙びなくなるまで、警報動作を繰り返します。 

参警報音停止中（約已分間）は、煙を検知しても乂災警報動作を 
しません。 


故障警巧び鳴ったとまは 


けむり当番は約]時間ごとに煙検知部の自動故障診断（自動試験）を 
行い、故障び発生した場合は、 ■ I ソ下の警報動作をします。 



ピッピッピッ、故障です。 （3 回鳴動) 

♦ 

約4日秒おきに「ピッピッピッ」鳴動 




] 


約1時間後 


故障警報動作をした5 


販売店またはお客様ご相談窓口に相談する。 

^故障状態では煙を検知でさないため、乂災警報動作をしません。 


故障警報音を止めるには 


警報停止ボタンを巧す、または引をひもを引く。 

「ピッピッピッ、故障です。」び1回鳴って警報音び停止し、約16時間後 
に再鳴動します。その間、作動灯（赤）は点滅し続けます。 


故障警報音を止める 

警報停止ボタンを押す、または弓 I きひをを引く 

♦ 

「ピッピッピッ、故障です。」]回鳴動 


r 


V - 


故障警報音停止 

(作動灯は点滅） 




^経過 




か」 


※この間に再度警報停止 
ボタンを押す（引さひを 
を引く）と、さらに 16 時 


C 


故障警報音び再鳴動 


J 


電池切れ警報び鳴ったとさは 


電池寿命び近づくと、下の警報動作をします。 
警報停止ボタン 



作動灯(ホ)点滅 
(約8秒おさ） 

ピッ、電池切れです。 （3 回鳴動) 


約4日秒おきに「ピッ」鳴動 


|])4| 


約1時間後 


電池切れ警報動作をした5 


販売店に相談し、すみやかに新しし傳用リチウム電池 
と交換する。 

専用 U チクム電池品番： SH 384 已已2已20 

I 電池切れ警報は約1週間継続します。 


電池切れ警報音を止めるには 


警報停止ボタンを巧す、または引をひもを引く。 

「ピッ、電池切れです。」び]回鳴って警報音び停止し、約] 6時間後に 
再鳴動します。その間、作動灯（赤）は約8秒おさに点滅し続けます。 


電池切れ警報音を止める 

警報停止ボタンを押す、または弓 I きひをを引く 

♦ 

「ピッ、電池切れです。」]回鳴動 


(T 




電池切れ警報音停止 

(作動灯は約8秒おきに点滅） 




電池切れ警報音び再鳴動 


専用リチウム電池の交換方法 


〇本体を取りはずす。 

「11.お手入れのしかた」の手順凸参照。 

白電池コネクタか6コネクタを引を巧く。 

専用リチウム 
電池 



嫂 


白 (-) 

コネクタ 


回新しい専用リチウム電池を入れる。 

「已.取付ち法」の手順白参照。 

0動作を確認する。 

「6.動作確認のしかた」参照。 


定期点検のしかた 


6力月に]回！;^上定期点検を行ってください。 

〇巧知部のホコリや巧れなどを巧認する。 

巧れやホコ U 、 クモの巣び煙検知部につくと煙を検知しにくく 
なったり、誤動作の原因となります。ホコ U びついていた場合 
は「1 ] .お手入れのしかた」の手順に従って取ってください。 

百動作を確認する。 

「6.動作確認のしかた」の手順に従って、正常に動作することを 
確認してください。 


正常に動作しない場をは 


動作確認をしてち警報音び鳴らないなどの異常びあった場合は、 
「12.異常時の点檢•処置」を参照して<ださい。 

@ 故障状態や電池切れ状態などでは煙を検知でさないため、 
乂災警報動作をしません。 


お手入れのしかた 


本体を取りはずしてお手入れして<ださい。また、取付部付近の天井 
面•壁面を掃除するとさを本体を取りはずしてください。 

〇本保を取りはずす。 

上に押し付けなが6ちに回す 



本体 


® 本体の外周を持つてください。 
外周外を持つと、商品び破 
損するおそれびあります。 


白巧れやホコリを取る。 

水または石けん水に巧を浸し、よく絞ってから巧れやホコ U を取っ 
てください。 

♦内部にかび浸入しないようにを意してください。 

故障の原因となります。 

参アルカ U 性洗剤•塩素系漂白剤•ベンジン•シンナーおよびア 
ルコールは使わないでください。けむり当番の表面にキズや 
割れび発生する場合びあります。 


@ 


回取り付ける。 

「己取付ち法」の手順回参照。 


以経過] 

※この間に再度警報停止 

^参本体の表面びよく乾いてから取り付けてください。 

ボタンを押す（引さひを 

^参煙検知部に異物（糸<ず、水など）び残っていないか確認して 


を引く）と、さらに 16 時 
間警報音は鳴りません。 

<ださい。 


0動作を確認する。 

「6.動作確認のしかた」参照。 


ご住所 

おを前 様 

電話 （ ) 一 



ご販売店様へ※巧欄は必ず記入しておミ度しください。 





品 番 




Panasonic 



♦このたびは、ノ ':ナソニック製品を 
お買い上げいたださ、まことにあ 
りびとラございます。 
取扱説明書をよくお読みのラえ、 
正しく安全にお使いください。 

ごほ用前に 

n .安を上のごを意 J をがずお読 
み < ださい。 

♦保証書は、 r お買い上げ曰•販売店 
名」などの記入を確かめ、取扱説 
明書ととちに大切に保管してくだ 
さい。 


■ ごほ用前に 


♦この商品は煙を検知して警報する機能をもっています。 

♦この商品は日本消防検定協会の鑑定品（型式:鑑住第2日〜23号）です。 
住宅用防災警報器として設置でさますが、消防法に規定された r 自動乂 
災報知設備」には代用でさません。 

♦警報する機能をもっていますが乂災の防止器ではありません。乂災など 
による損害については責任を負い兼ねますのでご了承ください。 

♦殺虫剤（<ん煙殺虫剤•加熱蒸散殺虫剤を含む）をご使用になる前に 
がず r 2 .使用上のごを意 J をお読み < ださい。 

8A3 B10 00002 K0910-10112A 


下記の点検•処置をしてを異常びある場合は、販売店やお客様ご相談 
窓□に相談してください。 


不要となつたけむり当番や交換後の専用 IJ チウム電池は、電池の 
透明フイルムをはびさず、コネクタ部分に絶縁性のあるテープな 
どを巻さ、各市町村で定められた方法に従って廃棄してください。 


種 月り 

光電式住宅用防災警報器 

型 式 

電池方式、2種 ( DC 3 V 、300 mA ) 、自動試験機能付 

型式番号 

鑑住第2日〜23号 

使用電池 

専用 U チクム電池 SH 384 已已2已 20(3 V ) 

電池寿命 

約10年（が 

藝 

1 

乂災警報時 

ピュー、ピュー、乂事です。乂事です。 

電池切れ 
警報時 

「ピッ、電池切れです。」（音声）を3回繰り返した 
後、約4日秒おきに「ピッ」（警報音）び鳴動。 

(切上の音声と警報音の鳴動を約]時間ごとに繰り返す。） 

声 

m 

i 

故障警報時 

「ピッピッピッ、故障です。」（音声）を3回繰り返した 
後、約40秒おきに「ピッピッピッ」（警報音）び鳴動。 
(しん b の音声と警報音の鳴動を約]時間ごとに繰り返す。） 

乂災警報音量 

1 m にて7日 d 則 U 上(鑑定基準） 

寸 法 

約¢1日日 mmx 約 42 mm (取付べース含む） 

質 量 

約] 2日呂（専用 U チウム電池含む） 

使用周囲温度 

び C 〜+4び C 

設置場所 

天井面•壁面 


※お客様のご使用環境により、短くなる場合びあります。 


修理-使いかた-お手入れなどは… 

■まず、お買いホめ巧へご巧 談< ださい。 

お買い上げの際に 广 


記入されると便利 
です。 


販売店名 
電 話 （ 

お買い上げ曰 


年 


修理を依頼されるとさは… 
n 2 .異常時の点検-処置」でご確認のあと、 
直らないとさはお買い上げ曰と下の内容を 
ご連絡ください。 

•製品名住宅用乂災警報器 
垂品番 

•故障の状況でさるだけ具体的に 


♦保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。 

保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 
♦保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させて 
いただをます。 

修理料金は次の内容で構成されています。 

【技術料】 診断-修理-調整-点検などの費用 
【部品代】 部品および補助材料代 
【出張料】 技術をを派遣する費用 

♦補修用性能部品の保有期間 uw \ 

当社は、この住宅用乂災警報器の補修用性能部品(製品の機能を維持するための 
部品)を、製造打ち切り後7年保有しています。 


■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。 

※「よくあるご質問」「メールでお問い合わせ」などは、ホームページを 
ご活用ください。 

http://panasonic.co.jp/cs/ 


•修理に関ずるご相談は‘ 


パナソニックエコソリユーシヨンズ修理ご相談窓 □ 


(諸結 5^) 团 @0570-081 -365 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 3 目已日/受付 9 時〜 20 時 


ただし、携帯電話 • PHS • IP/ ひかり電話などは下記の電話番号へおかけください。 

大阪巧 06-690 目- 1090 

ネし幌巧 011 -2 目 1 -6401® 名古屋巧〇已 2 -已已 1 -7900® 

東京巧 03-5392-7190®) 福岡巧 092-622-053 1遍） 

※較印は大阪へ自動転送になり、拠点から大阪までの転送通信料は薛社負担です。 


♦使いかた-お手入れなどのご相談は… 


パナソニックお客様ご相談センター受付罪き5逼□時 


電話3お II 【ホ】 01 20-878-365 

タイでル剛圓 ® ※携帯電話. PHS か日もご利用になれます。 

■上記番号がご利用いただけない場合… 06 - 6907-1 187 
■FAX フリーダイヤル 函。… 0120 - 878-236 

※ご使用の回線 ( IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる 
場合びあります。 


※電話番号、受付時間などび変更になることびあります。 


に相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】 

ノ くナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談 
対応や修理対応などに利用させていたださ、ご相談内容は録音させていたださ 
ます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いた 
だいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託する場 
合や正当な理由びある場合を除さ、第兰者に開示-提供いたしません。個人情 
報に関するお問合せは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。 


キ 

U 

卜 

U 

線 


パナソニック株式会社システム機器ビジネスユニット 

干 514-8555 三重県津市藤方 1668 番地 

電話函01 20-283338 fax 函〇1 20-551 626 

の Panason に Corporation 2012 



状態 

点 検 

処 置 

乂災ではないの 
に义災警報動作 
をする。 

または 

义災警報動作が 
止ま 5 ない。 

殺虫剤やタバコの煙、調理 
の煙•蒸気などがけむり当 
番にかかっていませんか？ 

室内の換気をしてくだ 
さい。 

煙検知部にホコリなどが 
ついていませんか？ 

煙検知部に煙などが 
残っていませんか？ 

煙検知部のホコリを取 
り除いて < ださい。 

煙検知部の煙をラちわ 
などであおいで取り除 
いて < ださい。 

警報停止ボタンが巧され 
たままになっていません 
か？また引をひちがひっ 
かかっていませんか？ 

警報停止ボタン、または 
引さひちのひっかかりを 
直してください。 

警報停止ボタン 
を巧したり、 

引をひちを 
弓いても動作し 
ない。 

専用リチウム電池のコネク 
夕がはずれていませんか？ 

コネクタを差し込んで 
<ださい。 

専用リチウム電池が 
切れていませんか？ 
f 電池切れ警報動作を^ 

1していた ) 

新しい専用リチウム電池 
に取り替えてください。 

■►9.電池切れ警報び 
鳴ったとをは 

警報音停止中ではありま 
せんか？ 

発生している警報を処置 
した後、再度、操作してく 
ださい。 


けむり当番が故障してい 
ます。販売店にご相談く 
ださい。 

「ピッ」音び鳴り、 
作動丹（ホ）び 
点滅する。 

警報停止ボタンを巧す、 
または引をひちをひい 
て警報音（メッセージ） 

を確認してください。 

警報の種類（故障警報/ 
電池切れ警報）によって、 
m 下の項目を参照して 
<ださい。 

"►8.86 障警報び鳴った 
とまは 

■►9.電池切れ警報び 
鳴ったとをは 

「ピッピッピッ」音 
び鳴り、作動な 
(ホ)が点滅する。 

作動な(ホ）び 
約 8 秒おきに 
点滅を繰り返す。 

作動丹(ホ）び 
連続点滅する。 


取巧説明巧き 


廃棄にごいて 


けむ D 当を2種 

(電池式-移報接点なし） 

(警報音.音芦警報機能付） 

品番 SH 4 曰0 0 P 
品番 SH 4 曰00 
品 SSH 4 己00 YP 


固ミミ" 屋内き用 I 


異ち時の点検-処置 


保証とアフターサービス茲劃 f 


日本消防巧定協を鑑定品 


お客様 







































































































































普段の就寝に使 
ラ部屋。テ供部 
屋 .高齢をの居 
室を含む。 




リビングなど寝 
室！;■(外の部屋。 


警報器を設置する 
必要びなかった階 
で、就寝に使用し 
ない居室(床面積 
び 7 m 2 じし h ) び已 
上ある階の廊下。 




取付位置 


本体の中/こ N から下の距離を確保して < ださい。 
誤動作や故障、または検知び遅れる原因となります。 




、り\ 

ド 




目 0 cm 似上 



換気扇(給気用)や 
エアコンなどの空 
気の吹さ出し□か 
51.5mALb 


丄 


♦階段や廊下などで上記の条件に則した設置び困難な場合は、所轄 
消防署にご相談ください。 


取り付けでをない位置 


•調理など义災ではない煙、 
蒸気などのかかる場所 

•取付位置の温度が〇でを下まわる、 
あるいは40でを超える場所 

電池電圧び低下して電池切れ警報動 
作をしたり、正常に動作しないおそれ 
びあります。 

•屋外•屋側（軒先など） 

•お室内•水びかかる場所- 
水滴のつく場所 


•タンスなどの真上および近く 

目 Ocml ； Lb 離し 
て < ださい。 



•照明器具の真上および近く 

煙び照明器具に 
遮られるため、 

可能な限り（約 
己 0 cm ) 離して 
<ださい。 



e 全上のごま意 


人への危害を防止するため、必ず ■ lu 下の点を守ってください。 


A 警告 


〇 

必ず守る 


取り付け•取りはずし時などは足場を確保し、 

安全に作業でさるよう注意ずる。 

守らないと、転倒 • 落下してケガをするおそれびあります。 


電池の挿入や交換、および取付用木ネジの取り扱いは、 
乳幼児や子供の手の届かない場所で行う。 

守らないと、誤飲やケガをするおそれびあります。 


その他のごを意についても、本書内の各所に記載してありますので、 
必ずお読み < ださい。 


使用上のごま意 


•この商品は、法律（消防法9条 2) で住宅への設置および維持につ 
いて義務付けられています。お客様での維持管理をお願いします。 

•維持管理のために、6力月に]回拾^上定期点検を行ってください 
( 「10.定期点検のしかた」参照）。 

•絶対に分解•改造しないでください。また、落下させたり衝撃を与 
えないでください。故障の原因となります。 

•キズをつけたり、ペンキなどで塗装しないでください。 

•この商品は、煙検知部の異常や電池切れを検出して自動的に警報 
する機能をちっています。警報音や作動灯の点滅にごを意ください 
( 「8.故障警報び鳴ったときは」「9電池切れ警報び鳴ったときは」 
参/ BS ) 。 

•けむり当番は、他の部屋などで発生した煙では乂災警報動作をし 
ないことびあります。 

•曰鳳人の居ない部屋に取り付ける場合は、あらかじめ警報音び聞 
こえることを確認してください。 


〈無料修理規定〉 

1. 取扱説日月書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った使用状態で保証期間 
内に故障した場合には、無料修理をさせていたださます。 

(イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店にお申しつ 
けください。 

(□) お買い上げの販売店に無料修理をご依頼になれない場合には、お客 
様ご相談窓口にごホ目談 < ださい。 

(八）この商品は出張修理をさせていたださますので、修理に際し本書を 
ご提示ください。 

2. ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお客様ご 
ホ目談窓口にごホ目談ください。 

3 . ご贈答品などで本イ呆証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれな 
い場合には、お客様ごホ目談窓口にごホ目談ください。 

4 . 保証期間内でち次の場合には原則として有料にさせていたださます。 
(イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷 

(□) お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障及び損傷 
(八）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害 
(硫化ガスなど）、異常電圧、指定がの使用電源（電圧、周波数）など 
による故障及び損傷 

(二） 車両、船舶などに搭載された場合に生ずる故障及び損傷 
(ホ）一般家庭用し U がに使用された場合の故障及び損傷 
(へ） 本書のご提示びない場合 

(卜）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、 
あるいは字句を書さ替えられた場合 
(チ）離島または離島に準じる遠隔地へ出張修理を行ラ場合の出張に要 
する実費 

日.本書は日本国内においてのみ有効です。 

6 .本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

7 .お客様ごホ目談窓口は、取扱説日月書をご参照ください。 


修理メモ 


※お客様にご記入いただいた個人晴報（保証書控）は、保証期間内の無料 
修理対応及びその後の安全点検ま動のために利用させていただく場合 
びございますのでご了承ください。 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理を 
お約束するちのです。従ってこのイ呆証書によって、保証書を発行して 
いる者（保証責任者 X 及びそれし U がの事業者に対するお客様の法律上の 
権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過後の修理につい 
てご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にお問 
い合わせください。 

※保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については、取扱説 
日月書をご覧ください。 

《This warranty is valid onlv in Japan . 


•殺虫剤（くん煙殺虫剤•加熱蒸散殺虫剤を含む）を 
使用ずる場合は、乂災警報動作をずるおそれびあり 
まずので本体をはずして殺虫剤びかか6ない所に 
置いてください。使用後は換気をして、本体を取り 
付けてください。 

•1 週間 • lU 上留守にされた場合は、留守中に電池切れ 
警報び鳴る可能性びあるため、帰宅後に動作確認を 
行ってください （ 「6.動作確認のしかた」参照）。 


さ部のなまスとはたりを 



八注意 

0 

し禁止 

警報部に耳を近づけて警報音を聞かない。 

聴力障害などの原因となるおそれびあります。 


r 警報停止ボタン/作動な(ホ)(通常時:消り） 

参警報音を停止させたり、動作確認に使用します。 
参警報時に点滅します。 

-取付べース 


本体 

煙検知部 

J •煙び流入し、乂災を 
検知します。 


>警報音び鳴ります。 

•引きひも（約 80 cm ) (取りはずし可能） 

参警報停止ボタンの代わりに、使用します。 



付属品 





♦取付用木ネジ (3 .己 X2 己 mm) ••• 
参石こラボード用取付プラグ…… 

壁面取付用フック . 

専用リチウム電池 . 

参取扱説明書(保証書付を）（本紙） 


•2 本 
•2 本 

•1 枚 


電池について 


専用 U チクム電池品番： SH 384 已已2已20 


A 警告 


〇 

必ず守る 


電池の挿入や交換は、乳幼児や子供の手の届かない場所 

で行う。守らないと、誤飲のおそれびあります。 

♦透明フィルムは、専用 U チウム電池を保護するものです。 

絶対にはびさないでください。 

参電池寿命は約]日年を想定していますび、お客様のご使用環 
境により短くなる場合びあります。なお、電池交換後は、定期 
点検で正常に動作することを確認したうえ、弓 I さ続さご使用 
ください （ r 1日.定期点検のしかた」参照）。 

>電池寿命が近づ < と、電池切れ警報でお知 S せします 
( 「9.電池切れ警報が鳴ったときは」参照）。 


引をひちについて 


弓 I きひもは、天井などの手び届かない位置に取り付けた場合、警報停 
止ボタンを押す代わりに使用するをのです（取りはずしを巧能）。 



A 注意 


壁掛け取り付けする場合や、石こうボードの天井に取り 
付ける場合は、弓 I きひもをはずして使用する。 

弓 I きひもを弓 I っ張ることで本体び落下し、商品び破損したり、 
ケガをするおそれびあります。 




本体を取り付けるときは、弓 I きひもびミゾに正しく収まっている 
ことを確認してください。取り付け後、弓 I きひもび正しく動作し 
なかったり、本体を取りはずすことびできなくなります。 



け避 J ま 



け邁讀番 



け避 J ま 






づ 


けむり当番 
(煙式） 

または 

ねつ当番 
(熱式） 


腿 


設置および維持基準については、政省令で定める基準に従い、 
市町村条例で定められています。詳しい設置場所は、当社の 
ホームページ上でも確認でさます。 


ヴポートぺージ （本 URL は 2012 年]月現在のものです） 


http :// www 2. panasonic . biz / es / densetsu / ha/jukeik レ 


弓 I さひもの取り付けや取りはずしは、本体を取付ベースから取りはず 
してから、 ■ lU 下のように行ってください。 



取付場所 


全地域で取り付けび 

市町村条例によっては 

条件によっては 

必要な場所 

取り付けが必要になる場所 

必要になる場所 


け證量番 


乂災警報器の種類 


設置が必要な場所 


取付ベースは横方向 
にら取付可能でず。 




壁掛けの場合 （取付用木ネジ1本に引っ掛ける） 


〇引さひちをはずす。 

「3吝部のなまえとはたらき」の「引きひもについて」参照。 

©取付ベースに本体をはめ、「カチン」と音がする位置までちに回す。 

本体び取付ベースに固定されます。 

©取付用木ネジ(付属）を 3 mm 〜曰 mm 残して取り付ける。 

〇壁面取付用フッ 
クを取り付ける。 

©本体を取付用 
木ネジに引つ 
測ブる。 

©本体が確実に 
引っ掛かって 
いることを石崔 
認する。 



取付用木ネジ 
(付属） 


回動作を確認する。 

「6.動作確認のしかた」参照。 




石こラボードに取り付ける場合 


参石こうボードと内部空間の深さは 27 mmlU 上必要です。 
♦プラグの先端び食い込む程度にしっかり突さ刺してくだ 
さい。 

♦石こうボードび2枚貼りの場合は下穴(ネジ径：己 mm ) を 
貨通させてください。 

参石こラボードのくずび落下します。床面に敷物を敷くな 
どして取付作業を行ってください。 

•不明な点は販売店や専門業者、およびお客様ご相談窓 □ 
にご相談ください。 



動作®認のしかた 


取付後や電池交換後、お手入れ後、および定期点検の際は、必ず正常 
に動作することを確認してください。 

® 正常に動作しない場合は、「12.異常時の点検•処置」を参照し 
て < ださい。 


警報停止ボタンを約1砂囲巧す、または引をひを 
を約1砂囲引<。 

作動灯（赤）び3回点滅すると同時に、「ピッ、正常です。」と]回鳴れば 
正常です。 


警報 停止ボタン、 



ピッ、正常です。 


作動灯（ホ） 3 回点滅 


乂災警報音を鳴5して確認することちでをます。 


〇警報停止ボタンを4秒じ Lb 押し続ける、または引をひちを 
4秒上弓 I き続ける。 

作動灯(赤)び連続点滅すると同時に、乂災警報音 
「ピュー、ピュー、乂事です。乂事です。」び鳴れば正常です。 

©警報停止ボタンまたは引をひもをはなす。 

作動灯び消灯し、乂災警報音び止まります。 


取付方法 


取り付けには、天井面や壁面にネジで固定するち法と、取り付けたネジに 
本体を弓 I つ挂卜けるち法びあります。 


取り付けに関する安を上のご注意 


A 警告 

A 

取り付け•取りはずし時などは足場を確保し、 


安全に作業できるようま意する。 

必ず守る 

守らないと、転倒 • 落下してケガをするおそれびあります。 


八注意 


〇 

必ず守る 


付属の取付用木ネジを使用して確実に取り付ける。 

両面テープなどで取り付けると、商品び落下し、ケガや他の 
物品を破損するおそれびあります。 


天井面または壁面の野縁^など補強 
材のある位置に取り付ける。ベニヤ 
板などの薄い天井材や柔6かい天井 
材は、あ5かじめ補強を行う。 

商品び落下し、ケガや他の物品を破損 
するおそれびあります。 

※野縁：天井などを張るための下地 
の骨組みとなる細長い角材 




補強材 
天井面 


取4べ- 


取付用木ネジ(付属） 


0 

禁止 


天井面に取り付ける場合は、 

取付ベースの真下で取付作業をしない。 

ネジの締め付け時に天井材のくずび目に入るおそれび 
あります。目に入った場合は、ただちに洗い流してください。 


@ ♦補強材のない石こラボードの天井や壁に取り付ける場合は、 
「石こうボードに取り付ける場合」を参照してください。 

♦取付場所びコンク U —卜の場合は、販売店や専門業者にご依 
頼ください。 


取付手順 


〇本体か5取付ベースを取りはずす。 



® 本体の外周を持ってください。外周外を持つと、商品び 
破損するおそれびあります。 

白設置年月を記入し、専用リチウム電池を入れる。 

® コネクタの接続には、工具を使用しないでください。 

また、リード線のホ （+) と白 （一) の向きを間違えないよう 

ミ主意して、確実に差し込んで < ださい。 

正常に動作しなくなるおそれびあります。 

〇設置の年月を側面に油性マジックで記入する。 

@コネクタを差し込んでか!5、専用リチウム電池 （フイルムびついたま 
ま） を入れる。 

© 2秒 iU 上経ってか5警報停止ボタンを押す。 

電池の取り付けび正常な場合は「ピッ、正常です。」と鳴ります。 

専用リチウム電池 

電池を入れる 


設置した年月を 
油性マジックで 
記入。 

I~~I 年!~~ I 月設置 


\ ^ ホ(+)^ 白(- ） 

吏 クタ 


本体裏面一‘ 


電池コネクタ 


回取り付ける。 


A 警告 

A 

取付用木ネジの取り扱いは乳幼児や子供の手の届か 

W 

ない場所で行う。 

必ず守る 

守らないと、誤飲やケガをするおそれびあります。 




参専用 U チウム電池の U —ド線をはさみ込まないようにを意 
して < ださい。 

♦取り付け後、天井面や壁面に対して取付ベースや本体び傾 
いていないことを確認してください。傾いている場合は、 
取り付けをやり直してください。落下するおそれびありま 
す。 


天井面に取り付ける場合 


〇取付ベースを取付用木ネジ 
(付属）で取り付ける。 

©引さひちがミゾに 

収まっていることを確認する。 

「3.各部のなまえとはたらさ」の 
「引さひちについて」参照。 

©本体を取付ベースにはめる。 

〇「カチン」と音がする位置まで 
ちに回す。 

本体び取付ベースに固定されます。 

/両面テープに、、， 
\よる取付禁止 y 

引さひち 


取付ベースを天井面にあてて、 
ネジ止めする位置を記入すると 
便利です。 


取付ピッチ 66.7mm / 



壁面に取り付ける場合 （取付用木ネジ2本で固定する） 


取付ベースを壁面にあてて、ネジ止めする位置を記入すると便利です。 


7 


取付 


表示 マークを 上にする 



E 巨 /..99 































































































































































































































































































